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研究成果の概要（和文）：教職の高度化が世界的に求められるなか、日本がその国際的役割を果たせるよう、グ
ローバルに通用する教師教育者の養成研修モデルを開発し、教育的質の向上に資する自律的持続的システムを提
案した。日本で教員研修の方法として定着している授業研究を枠組みとし、専門職養成の方法として開発されて
きたケースメソッドを実施できる教師教育者を養成研修するというモデルである。このモデルを博士課程後期に
設置された「広島大学教職課程担当教員養成プログラム」において実施するとともに、海外の協定大学と共同研
究と試行を通して、教職高度化のグローバル化を進めた。

研究成果の概要（英文）：As the sophistication of the teaching profession is required worldwide, we 
will develop a training model for teachers and educators that is globally accepted so that Japan can
 play its international role, and create an autonomous and sustainable system that contributes to 
improving the quality of education. Proposed. It is a model that trains teachers and educators who 
can implement the case method that has been developed as a method of training professionals, with 
the framework of lesson research that has become established as a method of teacher training in 
Japan. This model was implemented in the "Hiroshima University Teacher Training Program for Teaching
 Profession" established in the latter half of the doctoral program, and through joint research and 
trials with overseas partner universities, we promoted the globalization of the sophistication of 
teaching profession.

研究分野： 教育学

キーワード： 教師教育者　授業研究　ケースメソッド　教職高度化　教職課程担当教員

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、教師教育者の養成研究モデルの開発を目的としており、教職を高度化するという研究成果の社会的実
装として実践的な研究である。また、この教職の高度化を日本のみならず、途上国を含めたグローバルな展開を
目指すものである。これまで着目されてこなかった「教師教育者」の役割に焦点を当てて、教育の質を高めよう
とする点で学術的に新規性があり、社会改善に資する点で社会的意義のある研究である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 
１．研究開始当初の背景 
(1) 途上国における教師教育の改善へ向けた協力要請：日本の教育はその戦後の速やかな復興と
経済的成長をもたらした一要因であったとして、海外の人々からしばしば学ぶべき対象とされ
てきた。日本には、途上国の教育改善への協力要請に応える国際的な責務があり、すでに途上国
の教育制度・課程の構築や現職教員の研修については一定の協力実績がある。今後は外的な支援
に依らず、教育改善を自律的に継続できる体制づくりが求められる段階に入っている。 
また、途上国のなかには、安定した発展の結果、これまで中等教育で行っていた教員の養成を

高等教育で行い始めた国々がある。教員に学士号をもたせることによって教育水準の向上を目
指しているのである。この点でも、戦後の日本の教員養成改革に学びたいとの要請が高まってい
る。 
研究代表者の勤務校である広島大学は教員養成並びに研修の研究において国際的に知られて

おり、しばしば途上国から協力依頼がある。例えば、ドミニカ共和国高等教育省からの依頼を受
けて広島大学は平成 22 年から６年間、基幹大学であるサントドミンゴ自治大学に新設された教
育科学部教員を対象に授業研究セミナー（優れた学校教員を養成するために、大学教員自らが優
れた授業を行う）を行い、研究代表者は責任者として関わった。日本の授業研究の文化的前提も
あり、定着には試行錯誤がともなったが、文化的差異を前提とした導入方法の開発に一定の成果
を上げることができた（広島大学大学院教育学研究科、2013 年）。 
また、平成 27 年にカンボジア教育省より、教員に学士号を付与するための新たな課程・方法

の開発への協力が求められ、研究代表者は、科研費（挑戦的萌芽研究）の支援を受けてカンボジ
アで調査（研究会への参加、専門家との会合）を行い、基幹大学である王立プノンペン大学にお
ける教師教育者の養成研修モデルの開発を進める計画案を立て、これに基づいて大学間交流協
定を交わしている。 
 
(2) 学術的根拠に基づいた教師教育者養成研修システムの世界的必要：先進とされる国々におい
ても教師教育者の養成・研修のシステムが十分に確立しているわけではない。教員の社会的地位
を向上させるためには教師教育者の専門職化が必要であると指摘されて久しいが、現状はあま
り改善されていない（Labaree, 1992）。 
日本の場合もようやく平成 25 年度中教審答申において、教職課程担当教員の養成の必要性が

指摘されたところであり、教職課程はその内容と教授法の双方に関し、教育学的に十分な精査が
行われているとは言い難い。研究代表者はこれに先だって平成 19 年に博士課程後期院生を対象
とした「教職課程担当教員養成プログラム」を広島大学に立ち上げた。教育学研究者の養成と同
時に教師教育者の養成を図る当プログラムは、TA 制度を利用した教育実習プログラムであり、
大学の授業研究を中心に置く。教職課程のあり方を理論的実践的に探索可能な場として本プロ
グラムが利用され、我が国における教師教育者養成研修システムを確立するとともにグローバ
ルに通用する教師教育者の養成研修モデルの開発が期待される。 
 
２．研究の目的 
 教育立国として成功した日本にはその成果を国際社会に還元する責務があり、教育改善を自
律的に継続できる体制づくりと、教師教育の高度化（高等教育化）に応じた支援が、途上国から
求められている。また先進国であっても教師の社会的地位は必ずしも高い訳ではない。本研究は、
「良き教師教育者が良き学校教員を育てる」との考えに基づき、「教師教育者」（とりわけ、大学
における教員養成担当者）の養成と研修に着目する。教職の高度化が世界的に求められるなか、
日本がその国際的役割を果たせるよう、グローバルに通用する教師教育者の養成研修モデルを
開発し、教育的質の向上に資する自律的持続的システムを提案することを目的とする。これを実
現するために、次の３点を下位目標に設定した。 
・教育学研究の観点から、教職課程がどのようなものであるべきなのかを学術的根拠とともに精
査し、教師教育者の養成と研修のための内容と方法を提示する。  
・「専門職者の成長」の観点から、教師教育者に求められる資質能力がどのように獲得されうる
のかを明らかにする。 
・上記二点の成果から、教師教育者の養成ならびに研修プログラムのモデル案を提示し、国内外
で試行して、より汎用性の高いモデルを開発する。 
 
３．研究の方法 
 海外研究者の協力を得ながらグローバルな視点を持ちつつ、まずは国内でモデルを開発し、そ
の適応・検証を海外の養成機関において試行し改善を図る。本研究の遂行にあたり、３つのサブ
セクション（内容（①教職課程研究）と方法（②ケースメソッド、③授業研究））と２つの附属
セクション（海外における①試行と②外部評価）を設ける。 
 
サブセクション①【教職課程研究と教職課程担当教員養成】 
 広島大学教職課程担当教員養成プログラムを介して、教育学研究者らとともに教職課程研究
を行う。また、当該養成プログラムの実践を参考にする。TA 研修に関わって協力関係にあるフ
ロリダ州立大学と連携を図る。 



 
サブセクション②【専門職の養成・研修方法としてのケースメソッド開発】 
 教職課程担当教員養成プログラム運営メンバーとともに、既に協力関係のある学校ケースメ
ソッド教育研究会およびケースメソッド教育研究所といっそうの研究連携を図る。ケースメソ
ッドは広く専門職養成の方法として普及しており、教職課程の授業法ならびに教職課程担当教
員の養成研修の方法としてケースメソッドの開発に取り組む。 
 
サブセクション③【授業研究を中心とした教師教育者研修プログラムの開発と実践】 
 日本では教員研修の方法として定着している授業研究を中心においた教師教育者の研修プロ
グラムを実施しつつ、そのグローバルな普及方法を探る。教職課程担当教員養成プログラムの中
心に授業研究を据えて実施する。加えて、サントドミンゴ自治大学教育科学部に対し、授業研究
の普及を主な手段として、教育科学部の組織づくりと授業力の強化を図った結果、自治大学内に
研修グループが形成され、自律的継続的な FD が行われるようになり、また、研修プログラムの
モデルが作られ、そのための教材が開発された。これらを検証するとともに、ドイツ・ライプツ
ィヒ大学と授業研究に関わる共同研究を進めグローバルな高度化を図る。 
 
 以上の３サブセクションに加え、ドミニカ共和国・サントドミンゴ自治大学ならびにカンボジ
ア・王立プノンペン大学においてモデルを試行する附属セクション①と、広島大学と緊密な関係
にあり、教師教育者養成というミッションを同じくする北京師範大学とソウル国立大学の担当
者から外部評価を受けて更なる改善を図るための附属セクション②を設ける。 
 
附属セクション①【途上国の協力依頼機関におけるモデル開発と試行】 
   
附属セクション②【教師教育者養成をミッションとする大学の担当者による評価】 
 

 
４．研究成果 
 新型ウィルス感染症の蔓延により、研究期間を 1 年延長した上で修正を余儀なくされた研究
課題ではあったが、以下の成果を得ることができた。 
 
(1) 「教師教育者」という概念の精密化と普及：研究開始当初、「教師教育者 teacher educator」
という言葉は広く普及しておらず、また様々な意味で取られ、厳密に使われることは教育学にお
いても十分ではなかった。本研究の成果報告等を通して「教師教育者」という言葉が広まりつつ
あり、またその厳密な使用にも貢献することができている。 
 
(2) 教師教育者の養成研修モデルの提示：教師の養成と研修を担当する教師教育者を大学院で
いかに養成し、また継続して研修を行うのかについて、一つのモデルを提示することができた。
授業研究という枠組みの中で、ケースメソッドを実施できる教師教育者を養成研修するという
モデルである。一方、このモデルのグローバルな普及には、いくつかの困難のともなうことも明
らかとなった。教員養成自体がローカル言語に大きく左右されるものであるため（ドミニカ共和
国ではスペイン語、カンボジアではクメール語）、日本語や英語のマニュアルだけでは不十分で
あることがその一つである。また、言語のみならず、それぞれの社会における教育文化の特徴を
踏まえなければ、同僚と学ぶことを前提とする授業研究やケースメソッドを普及させることが



難しいことも明らかとなった。 
 
(3) 「教師教育者」研究のグローバル展開：海外協力者の異動や新型ウィルス感染症の蔓延のた
めに、本研究のグローバルな展開に関わっては計画通りに進まなかった点が少なからずあった。
一方、研究期間にあって、カンボジアにおいては新設された教員養成大学における研修企画に加
わることができた。また、協定大学である北京師範大学やソウル国立大学がメンバーとなってい
る International Network of Educational Institutes（他に、ロンドン大学、ウィスコンシン
大学、トロント大学、サンパウロ大学、メルボルン大学、南洋理工大学、オーフス大学、ケープ
タウン大学）への加盟が広島大学に認められることにより、教師教育者養成をミッションとする
大学と本研究を共同研究として継続深化させることができるようになった。さらに、ライプツィ
ヒ大学とは授業研究の国際比較を共同で行うことにより、教職のグローバルな高度化を進める
ことができている。 
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